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新旧対照表 

新 旧 

４ 地域再生計画の目標 

（３）目標 

略 

 

この地域再生計画は、このように充実強化を進めている高度な研究開発機能を

活かして、効果的に次世代産業の創出・育成を推進するため、次のような目標を

設定し、「愛知県産業創造計画」が示す戦略的重点分野（※）における研究・技術

開発の拡大、外国人研究者を含む産学官連携従事者の充実強化及び新規事業の創

業・事業化の促進を目指しており、この目標をより効果的に達成するため、県独

自の取組みを推進するとともに、地域再生の支援措置を活用しようとするもので

ある。 

 

【目標１】 

県内の大学や民間企業との研究・技術開発の拡大 

（共同研究数：平成 16 年度 年間 525 件 ➝ 平成 22 年度 年間 1,000 件） 

 

【目標２】 

 産学官連携従事者の充実強化 

（コーディネーター数（バイオ分野）：平成 18 年度 16 人➝平成 22 年度 45 人） 

(外国人研究者受入件数（延べ数）：平成 18 年度 1,153 件→平成 22 年度 1,379 件）

 

４ 地域再生計画の目標 

（３）目標 

略 

 

この地域再生計画は、このように充実強化を進めている高度な研究開発機能を

活かして、効果的に次世代産業の創出・育成を推進するため、次のような目標を

設定し、「愛知県産業創造計画」が示す戦略的重点分野（※）における研究・技

術開発や新規事業の創業・事業化の促進を目指しており、この目標をより効果的

に達成するため、県独自の取組みを推進するとともに、地域再生の支援措置を活

用しようとするものである。 

 
 
【目標１】 

県内の大学や民間企業との研究開発の推進 

（共同研究数：平成 16 年度 年間 525 件 ➝ 平成 22 年度 年間 1,000 件） 
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【目標３】 

 新規事業の創業・事業化の促進 

（大学発ベンチャー企業総数：平成 17 年度 64 社 ➝ 平成 22 年度 100 社）

  

※ 数値目標 1・３は、戦略的重点分野以外の分野を含んだ数値ではあるが、戦略的重点分

野の進展を把握する上で重要な参考情報であることからこの数値を採用することとし

た。 

   ※ 数値目標２は、ＮＰＯバイオものづくり中部及び県内関係大学に対するヒアリングによ

るもの。 

 

【目標２】 

 新規事業の創業・事業化の促進 

 （大学発ベンチャー企業総数：平成 17 年度 64 社 ➝  平成 22 年度 100

社） 

 ※この数値目標は、戦略的重点分野以外の分野を含んだ数値ではあるが、戦略的重点分野の

進展を把握する上で重要な参考情報であることからこの数値を採用することとした。 

 

 
５ 目標を達成するために行う事業 

５－１ 全体の概要 

 

 

（１）戦略的重点分野におけるベンチャー企業等の人材育成・確保 

「大学発ベンチャーに関する基礎調査」（平成１８年５月 価値総合研究所）

によれば、大学発ベンチャーが直面する課題は、①人材の確保、②資金調達、

③販路開拓の３つに集約されている。中でも人材確保については、研究開発及

び営業人材に対するニーズが高く、営業人材の獲得率が低くなっている。 

 名古屋大学では、平成１８年度にノン・リサーチキャリアパス支援事業に 

より、博士学位取得者を対象に、研究職以外で専門知識を活かす職業への就 

職支援事業を実施し、ベンチャー企業等の人材確保に貢献しているが、戦略 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

５－１ 全体の概要 

 

 

（１）戦略的重点分野におけるベンチャー企業等の人材育成・確保 

「大学発ベンチャーに関する基礎調査」（平成１８年５月 価値総合研究

所）によれば、大学発ベンチャーが直面する課題は、①人材の確保、②資金

調達、③販路開拓の３つに集約されている。中でも人材確保については、研

究開発及び営業人材に対するニーズが高く、営業人材の獲得率が低くなって

いる。 

名古屋大学では、平成１８年度にノン・リサーチキャリアパス支援事業によ

り、博士学位取得者を対象に、研究職以外で専門知識を活かす職業への就職支
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的重点分野におけるベンチャー企業等では、さらに経営者のマネジメントを 

的確に支援できる人材を必要としており、そうした人材確保の観点から、今 

後大学との連携のほかこうした取組み推進するＮＰＯを支援していく必要が 

ある。 

 また戦略的重点分野等における研究・技術開発を促進する観点から、県内 

大学・企業等の外国人研究者の確保を支援していく必要がある。 

 
（２）戦略的重点分野におけるベンチャー企業等と支援機関の連携の強化 

  愛知県内には、製品開発、資金調達、販路開拓等様々な角度からベンチ 

ャー企業を含む中小企業を支援する支援機関が多数存在し、大学において 

も産学官連携の推進とともに、ベンチャー企業支援が展開されており、全 

体としてその支援施策はかなり充実していると考えられる。こうした支援 

機関等の支援メニューには類似したものもあり、手続が個々の団体で行わ 

れるため、利用者側から極めてわかりにくい状況にあると言える。地域を 

挙げて次世代産業の振興に取り組む観点から、その担い手である戦略的重 

点分野におけるベンチャー企業等と支援機関等の連携強化に取り組む必要 

がある。 

 

援事業を実施しているが、戦略的重点分野におけるベンチャー企業等では、営

業人材としても高い専門知識を持つ人材を必要としており、その人材確保の観

点から今後こうした取組みを一層推進していく必要がある。 

 
 
 
 
（２）戦略的重点分野におけるベンチャー企業等と民間支援機関の連携の強化 

  愛知県内には、製品開発、資金調達、販路開拓等様々な角度からベンチャ 

ー企業を含む中小企業を支援する民間支援機関が多数存在し、大学において 

も産学官連携の推進とともに、ベンチャー企業支援が展開されており、全体 

としてその支援施策はかなり充実していると考えられる。こうした民間支援 

機関等の支援メニューには類似したものもあり、手続が個々の団体で行われ 

るため、利用者側から極めてわかりにくい状況にあると言える。地域を挙げ 

て次世代産業の振興に取り組む観点から、その担い手である戦略的重点分野 

におけるベンチャー企業等と民間支援機関等の連携強化に取り組む必要が 

ある。 

 

 
５－３ その他の事業 

 
５－３－１ 基本方針に基づく支援措置 

 

５－３ その他の事業 

 

５－３－１ 基本方針に基づく支援措置 
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【外国人研究者等に対する永住許可弾力化事業】 

   １）支援措置の番号及び名称 

     番号 Ｂ０５０１ 

     名称 外国人研究者等に対する永住許可弾力化事業 

２）支援措置を受けようとする者 

下記３の施設において研究活動又は研究事業活動に従事又は従事予

定の外国人研究者 

３）対象となる機関 

 「健康長寿」、「環境・エネルギー」、「ライフ・クオリティ」、「バイ

オテクノロジー」、「ナノテクノロジー」、「ＩＴ」の分野に係る外国人

研究者の受入れを促進することにより、即戦力となる国際レベルの優

秀な人材を確保し、受入れ先における研究開発の活発化とその成果を

生かした新産業の創出が見込まれる次に掲げる大学、研究機関 

 
 

○機関名 国立大学法人名古屋工業大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

工学研
究科 

名古屋市昭
和区御器所
町 

「健康長寿」、
「環境・エネル
ギー」、「ナノテ
クノロジー」、
「ＩＴ」に関す
る研究活動及び
研究成果を活用
した事業活動 

[健康長寿] 
名古屋大学医学系研究科と
も連携し、工学と医学の異分野
融合により新しい学問領域の
開拓と新産業の創出を推進し
ており、名古屋市鶴舞地区を中
心に医学工学連携の中核的な
役割を担っている。 
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[環境・エネルギー] 
エネルギーの再生・再利用あ
るいは循環を基本とする循環
型スタイルの確立が社会の潮
流となりつつある情勢を踏ま
え、循環科学技術を創成し、循
環型社会の実現に向けた研究
に取り組んでいる。 
[ナノテクノロジー] 
知的クラスター創成事業、２
１世紀ＣＯＥプログラムを活
用したナノテクノロジーの研
究を推進し、新産業、ベンチャ
ーの連鎖的発生環境の形成を
目指し、併せて製造業全体の国
際競争力の向上を図る。 
[ＩＴ] 
人類社会環境の発展と調和

を目指し先端的高度情報化の
社会形成のための研究開発を
行っているが、今後は、医療工
学連携とともにユビキタスネ
ットワーク社会の実現へと発
展させていく。 

 
○機関名 愛知県公立大学法人愛知県立大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

情報科
学研究
科 

愛 知 郡 長
久 手 町 大
字 熊 張 字
茨 ヶ 廻 間

「環境・エネルギ
ー」、「ＩＴ」に関
する研究活動及
び研究成果を活

[環境・エネルギー] [ＩＴ] 
地理情報システムによる森

林成長解析技術に関する中核
的研究施設であり、里山の緑
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１ ５ ２ ２
－３ 

用した事業活動 の保全システムの開発や里山
の緑及び内湾域環境の保全シ
ステムの確立を行う。 
[ＩＴ] 
移動体通信と有線通信の融

合システムの開発を行ってい
る。 

 
 
 

○機関名 公立大学法人名古屋市立大学 

施設名 所 在 地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

医学研
究科 

名 古 屋 市
瑞 穂 区 瑞
穂 町 字 川
澄１ 

「健康長寿」に関
する研究活動及
び研究成果を活
用した事業活動 

[健康長寿] 
基礎医学・臨床医学をそれ
ぞれ融合した４専攻により、
相補性ペプチド剤の開発、ヒ
トＩｇM抗体によるHIV治療法
の開発、血漿 HDL 増加剤の開
発など神経科学、悪性腫瘍、
感染症、生活習慣病などの基
礎的、臨床的研究を通じて中
核的研究施設としての役割を
果たしており、国際的にも高
い評価を得ている。 

薬学研
究科 

名 古 屋 市
瑞 穂 区 田
辺 通 ３ －
１ 

「健康長寿」に関
する研究活動及
び研究成果を活
用した事業活動 

[健康長寿] 
創薬生命科学、医療機能薬
学の２専攻により、合成研究
分野、薬剤・製剤、物理系分
野、疾病予防治療分野、分子・
細胞生物学分野において中核
的研究施設としての研究成果
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をあげている。 

経済学
研究科 
 

同上 「健康長寿」、「環
境・エネルギー」、
「ライフ・クオリ
ティ」に関する研
究活動及び研究
成果を活用した
事業活動 

[健康長寿]、［環境・エネルギ
ー］、［ライフ・クオリティ］ 
次世代産業分野についての

技術移転、産学交流の推進な
ど、科学技術政策や経済協力
のあり方について中核的な研
究を行い、国内企業の海外進
出における競争力の強化を目
指す実証的な研究を行ってい
る。 

人間文
化研究
科 
 

同上 「ライフ・クオリ
ティ」に関する研
究活動及び研究
成果を活用した
事業活動 

[ライフ・クオリティ] 
発達認知神経科学的な観点
から乳児の気質的個人差と環
境要因の関係の研究について
中核的研究施設であり、「気質
的扱いにくさ」を持つ乳児を
扱うためのノウハウと知育玩
具の開発を産学の連携により
進める。 

芸術工
学研究
科 

名 古 屋 市
千 種 区 北
千 種 ２ 丁
目 １ － １
０ 

「ライフ・クオリ
ティ」、「ＩＴ」に
関する研究活動
及び研究成果を
活用した事業活
動 

[ライフ・クオリティ] 
ユニバーサルデザインの観
点から建物の安全や子供の視
点からの建物環境、景観デザ
インの設計思想の構築等を行
う中核的研究施設であり、外
国人研究者との共同研究によ
り、多角的な視点からのデザ
インの構築が可能となる。 
[ＩＴ] 
情報処理・情報工学的手法

のもと幅広い設計問題を取り
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扱い、画像も含めた大規模デ
ータベースから抽出される最
適設計に対する解法等の研究
を行っている。 

システ
ム自然
科学研
究科 

名 古 屋 市
瑞 穂 区 瑞
穂 町 字 山
の畑１ 

「バイオテクノ
ロジー」、「ＩＴ」
に関する研究活
動及び研究成果
を活用した事業
活動 

[バイオテクノロジー] 
たんぱく質・核酸の構造と
機能に関する基礎研究の中核
的研究施設であり、微量測定
系の開発から遺伝子工学に基
づくたんぱく質産生系の構築
まで広範な研究を行う。 
[ＩＴ] 
ヒューマンインターフェー

スの基礎と応用の研究を重点
的に行っており、そこで生み
出されるハードウェア、ＩＴ
システムの研究成果は産学共
同により評価し改良を加え、
新技術として社会に還元して
いく。 

 
○機関名 大同工業大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

工学研
究科 

名 古 屋 市
南 区 滝 春
町 １ ０ －
３ 

「環境・エネルギ
ー」、｢ライフ・ク
オリティ｣、「Ｉ
Ｔ」に関する研究
活動及び研究成
果を活用した事
業活動 

[環境・エネルギー] 
燃料電池研究について地域
の核となる研究施設であり、
平成１４年度より固体高分子
形燃料電池システム技術開発
事業（ＮＥＤＯの委託事業）
の一環として民間企業と共同
研究を実施している。 
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[ライフ・クオリティ] 
高齢者施設の建設材料の脱
臭効果を明らかにし、設計資
料を整備する。 
[ＩＴ] 
地域社会に密着した幅広い

範囲を対象にシステム構築の
みでなく情報機器と人との人
間味豊かな関わりに重点を置
いた研究を行う。 

 
○機関名 名城大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

理工学
研究科 

名 古 屋 市
天 白 区 塩
釜 口 １ －
５０１ 

「ナノテクノロ
ジー」に関する研
究活動及び研究
成果を活用した
事業活動 

［ナノテクノロジー] 
ナノカーボン及びナノナイ
トライド分野での世界最高レ
ベルの研究者を擁する中核的
研究施設であり、知的クラス
ター創成事業等を活用してナ
ノ構造体の産業化のためのナ
ノファクトリー創造センター
の形成、ナノ構造体作製の世
界的研究拠点形成に向けた研
究開発を実施している。 

農学研
究科 
 

同上 「環境・エネルギ
ー」、「バイオテク
ノロジー」に関す
る研究活動及び
研究成果を活用
した事業活動 

[環境・エネルギー] 
微生物の機能を利用した環
境制御という分野において中
核的研究施設であり、環境問
題の課題解決や新産業発展へ
寄与することを目指してい
る。 
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[バイオテクノロジー] 
微生物の機能を利用した新
素材の実用化を目指してい
る。 

総合研
究所 
 

同上 「環境・エネルギ
ー」、「バイオテク
ノロジー」に関す
る研究活動及び
研究成果を活用
した事業活動 

[環境・エネルギー]、[バイオ
テクノロジー] 
環境耐性生物の開発におい
て中核的研究を行っており、
名城大学アジア研究所、文部
科学省社会連携研究推進事業
を活用し、多数の遺伝子を導
入した形質転換植物を作製
し、その環境耐性機構の分子
レベルでの解明を目指し学際
的研究を推進している。 

薬学研
究科 

名 古 屋 市
天 白 区 八
事 山 １ ５
０ 

「健康長寿」に関
する研究活動及
び研究成果を活
用した事業活動 

[健康長寿] 
文部科学省学術フロンティ
ア整備事業を活用し、ストレ
ス社会における「こころ」の
問題の解決や２１世紀の超高
齢化社会における「こころ」
と「脳」の問題を総合的に解
決することを目指している。 

 
○機関名 中部大学 

施 設 
名 

所 在 
地 

外国人の活動の
内容 

機関の概要 

工学研
究科 

春 日 井 市
松 本 町 １
２００ 

「環境・エネルギ
ー」、「ＩＴ」に関
する研究活動及
び研究成果を活
用した事業活動 

[環境・エネルギー] 
低コスト化と高効率化が可
能なカーボン薄膜太陽電池の
研究開発について中核的研究
施設であり、革新的次世代太
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陽光発電システム技術研究開
発（NEDO）等のプロジェクト
を活用し実用化を目指してい
る。 
[ＩＴ] 
ネットワークシステム構築

法、ネットワークサービス構
築法について、実用化まで含
めた一連の研究開発を関連企
業と連携して進めることによ
り、成果を大学内に留めるこ
となく近隣地域の情報通信産
業の育成を図っていく。 

 
○機関名 名古屋産業大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

環境マ
ネジメ
ント研
究科 
 

尾張旭市 
新居町 
3255-5 

「環境・エネルギ
ー」に関する研究
活動及び研究成
果を活用した事
業活動 

[環境・エネルギー] 
県内で最初に ISO14001 の認
証取得した大学として、経営
面や社会活動面からの環境問
題の研究について中核的な研
究施設である。 
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○機関名 産業技術総合研究所（独立行政法人） 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

中部セ
ンター 

名 古 屋 市
守 山 区 下
志段味 
穴ケ洞 
2266-98 

「健康長寿」、「環
境・エネルギー」
に関する研究活
動及び研究成果
を活用した事業
活動 
 
 

[健康長寿] 
βリン酸三カルシウムの人
体への応用研究を行い人工
骨、人工関節あるいは快適義
歯床の開発を行っている。 
 [環境・エネルギー] 
光触媒の研究について中核
的な研究施設であり、これを
利用した環境浄化、排ガス浄
化に取り組み、さらに建築物
の省エネルギー建材、輸送機
器の省エネルギーのための軽
量金属の開発など地球環境問
題の解決に幅広く取り組んで
おり、光触媒及び植物成長剤
においては既にベンチャー企
業として企業化され、今後、
更に進展が期待される。 
 

瀬戸サ
イト 
 

瀬 戸 市 西
茨町 110番
地 

「健康長寿」、「環
境・エネルギー」
に関する研究活
動及び研究成果
を活用した事業
活動 

同 上 
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○機関名 理化学研究所（独立行政法人） 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

バ イ
オ・ミ
メティ
ックコ
ントロ
ール研
究セン
ター 

名 古 屋 市
守 山 区 大
字 下 志 段
味 字 穴 ヶ
洞
2271-130 

「ライフ・クオリ
ティ」、「バイオテ
クノロジー」、「Ｉ
Ｔ」に関する研究
活動及び研究成
果を活用した事
業活動 

[ライフ・クオリティ]、[バイ
オテクノロジー] 
バイオミメティックに関す
る研究の中核的研究施設であ
り、人間の生活を支援するた
め、人間とのやわらかい接触
や未知の環境で柔軟に対応で
きる高機能ロボットを構築
し、生活支援や介護での応用
などを図る。 
[ＩＴ] 
複数のコンピュータによる

分散制御、ネットワークを介
した遠隔操作、高速画像処理、
音源分離等の研究を行ってい
る。 

 

４）３の機関が出入国管理及び難民認定法別表第１の５の表の下欄の事業

活動の要件を定める省令（平成１８年法務省令第７９号）に定める要件

に該当するものであること並びにそのように判断した理由 

 
 
３の機関は、高度な専門知識を必要とする「健康長寿」、「環境・エ
ネルギー」、「ライフ・クオリティ」、「バイオテクノロジー」、「ナノテ
クノロジー」、「ＩＴ」の分野における研究を目的とし、既に高度な研
究活動を行っており、これらの分野の研究を行うに必要な施設、設備
その他十分な研究体制を整備している。 
また３の機関はこれまで外国人研究者受入れ促進に資する特例措置
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を活用するなど外国人の在留に係る管理体制が充実している。 
３の機関において、外国人研究者との共同研究などから生まれる研
究成果は、新たなベンチャー企業の創出や既存企業の事業活動に相当
程度利用されることが見込まれる。 

 

５）本支援措置を活用して取組む地域再生の内容 

 

経済のグローバル化が進む中、地域産業の国際競争力強化を図るた 
め、外国人研究者の受入環境を整備することが地域の課題となってい 
る。 
外国人研究者等に対する永住許可弾力化により、外国人研究者の日 
本における活動を側面的に支援し、新産業創出に資する幅広い活動の展
開を図るとともに、他の地域再生事業の効果を高め、研究・技術開発の
拡大と新規事業の創出・事業化を促進する。 
 

 

【外国人研究者等に対する入国申請手続に係る優先処理事業】 

１）支援措置の番号及び名称 

番号 Ｂ０５０２ 

名称 外国人研究者等に対する入国申請手続に係る優先処理事業 

２）支援措置を受けようとする者 

下記３の施設において研究活動又は研究事業活動に従事又は従事予

定の外国人研究者及びその家族 

３）対象となる機関 

 「健康長寿」、「環境・エネルギー」、「ライフ・クオリティ」、「バイ

オテクノロジー」、「ナノテクノロジー」、「ＩＴ」の分野に係る外国人

研究者の受入れを促進することにより、即戦力となる国際レベルの優
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秀な人材を確保し、受入れ先における研究開発の活発化とその成果を

生かした新産業の創出が見込まれる次に掲げる大学、研究機関 

 
○機関名 国立大学法人名古屋大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

工学研
究科 

名古屋 
市千種 
区不老 
町 

「健康長寿」、
「環境・エネル
ギー」、「ナノテ
クノロジー」、
「ＩＴ」に関す
る研究活動及
び研究成果を
活用した事業
活動（当該外国
人の扶養を受
ける配偶者又
は子としての
活動を含む。）

[健康長寿] 
機能性磁性微粒子を
利用したがん診断、治
療の臨床応用に向けた
開発を行っている。 
[環境・エネルギー] 
自然界における造形
物が有する固有の構造
や形成過程を解明する
ことで、人間生活に有
用な材料を人工的に製
造するプロセスを創成
する。構造材料製造プ
ロセスを新しい視点で
省エネ、環境に適した
方向への転換を目指し
ている。 
［ナノテクノロジー］ 
微細加工・極薄膜の
ナノプロセス技術開発
の中核的研究施設であ
り、プラズマ、デバイ
ス、システムという異
なる分野の連携によ
り、ナノ情報デバイス
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を創出する。 
[ＩＴ] 
聞く技術と見る技術

を融合することにより
知的なメディア処理機
能の実現を目指してい
る。 

生命農
学研究
科 

同上 「健康長寿」、
「環境・エネル
ギー」、「バイオ
テクノロジー」
に関する研究
活動及び研究
成果を活用し
た事業活動（当
該外国人の扶
養を受ける配
偶者又は子と
しての活動を
含む。） 

[健康長寿] [バイオテ
クノロジー] 
 老化バイオマーカー
の開発や，生活習慣病
モデル動物の開発など
食と健康に関する研究
を展開している。 
[環境・エネルギー] [バ
イオテクノロジー] 
遺伝子機能及びタン
パク質の構造と機能の
解明を中心とした作物
や樹木を含む植物ポス
トゲノムバイオサイエ
ンスを展開しており、
次世代型植物バイオサ
イエンスの中核的研究
施設として世界的な知
的財産の構築を目指し
た研究を行っている。
また、飢餓、環境破壊
等の環境問題の解決に
取り組む人材を養成す
るための研究体制や環
境の先端化、高度化を
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進めている。 

法学研
究科 

同上 「健康長寿」、
「環境・エネル
ギー」、「ライ
フ・クオリテ
ィ」に関する研
究活動及び研
究成果を活用
した事業活動
（当該外国人
の扶養を受け
る配偶者又は
子としての活
動を含む。） 

[健康長寿] [環境・エ
ネルギー] [ライフ・ク
オリティ] 
アジアにおける体制
移行国を中心とする
国々の法と政治に関す
る研究、法整備支援ニ
ーズの解析と支援方法
の開発、法整備に携わ
る人的養成のためのプ
ロジェクト実施を通じ
て、次世代産業分野に
おける知的財産の保
護、産学交流、産業振
興に係る法律面での国
際的研究コーディネー
トセンターとして、ま
た地域の中核的研究施
設としての役割を果た
している。 

教育発
達科学
研究科 

同上 「健康長寿」、
「ＩＴ」に関す
る研究活動及
び研究成果を
活用した事業
活動（当該外国
人の扶養を受
ける配偶者又
は子としての
活動を含む。）

[健康長寿] 
医学系研究科との連
携を図りながら少年犯
罪に対するプロセスの
解明する研究を中心と
して人間の心理的・社
会的・身体的変化に対
する要因を調査・研究
する中で社会的犯罪に
対する予防プログラム
の作成等を行い、社会
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との連携を強化してい
く。 
 [ＩＴ] 
コンピュータ、マル
チメディア、情報ネッ
トワーク等の教育利用
と情報教育・メディア
教育に関する中核的研
究施設として実証的研
究を行うとともに、教
育の情報化に関する基
礎理論の構築を行う。 

環境医
学研究
所 

同上 「健康長寿」、
「環境・エネル
ギー」、「バイオ
テクノロジー」
に関する研究
活動及び研究
成果を活用し
た事業活動（当
該外国人の扶
養を受ける配
偶者又は子と
しての活動を
含む。） 

[健康長寿][環境・エネ
ルギー] 
近未来に予測されるさ
まざまな健康障害を、
①超高齢社会の到来、
②地球環境破壊による
有害物質の蓄積、③生
活圏拡大の視点から捉
え、過酷な環境の中で
人々が安全、快適に生
活し、健全な次世代を
育てて行くための医学
研究を目指している。
平成 18 年に設立した
「近未来環境シミュレ
ーションセンター」で
は、我が国有数の大型
特殊環境シミュレータ
を用いて、気象変動、
酸素ストレス、閉鎖環
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境などが生体の自律機
能や神経発達に及ぼす
影響を解析している。 
[バイオテクノロジー] 
環境ストレスに対する
生体の応答と適応・防
御に関して、神経・免
疫・内分泌系のネット
ワークによる恒常性維
持の機構を解明すると
共に、生命維持の根幹
となる心臓・脳機能と
発生・遺伝の障害に対
する革新的な予防・治
療法の開発を行ってい
る。 
 

エコト
ピア科
学研究
所 

同上 「健康長寿」、
「環境・エネル
ギー」、「ナノテ
クノロジー」、
「ＩＴ」に関す
る研究活動及
び研究成果を
活用した事業
活動（当該外国
人の扶養を受
ける配偶者又
は子としての
活動を含む。）

[健康長寿] 
高度高齢化社会、バイ
オマテリアル、植物・
微生物応用、ケミカル
チップ、ナノ診療デバ
イス、バイオメカニク
ス、障害防止、生活介
護支援、細胞・臓器再
生。最小侵襲診断・治
療システム等高齢化・
医療政策等複数の研究
グループによる健康で
安全な質の高い人間生
活を実現する研究開発
を実施する。 
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［ 環 境 ・ エ ネ ル ギ
ー][ナノテクノロジ
ー] 
持続可能な社会（エ
コトピア）を実現する
ために、その基盤とな
るナノメータサイズの
個体の物理と化学、そ
の材料科学と生物科学
への応用研究の実施、
種々のエネルギーを効
率よくかつ地球環境に
やさしく人間社会が利
用できるシステムづく
りに向けて新しいエネ
ルギー科学の分野を開
拓及び地球環境負荷物
質や有害な難処理人工
物の発生の抑制ととも
に無害化・再資源化処
理による再利用のため
の技術開発を実施す
る。 
[ＩＴ] 
 人間の思考にまで踏
み込んだ情報の理解・
分析、複雑システム・
現象の記述とモデル
化、情報の交換・表示、
マルチメディア情報の
通信・伝送等情報通信
分野全域をカバーした

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 21

研究を推進する。 
 

情報連
携基盤
センタ
ー 

同上 「環境・エネル
ギー」、「ＩＴ」
に関する研究
活動及び研究
成果を活用し
た事業活動（当
該外国人の扶
養を受ける配
偶者又は子と
しての活動を
含む。） 

[環境・エネルギー] [Ｉ
Ｔ] 
ユビキタス社会にお
ける情報基盤として、
携帯端末・組み込み機
器におけるソフトウェ
アの開発において国際
競争力があり中核的研
究施設である。今後Ｐ
ＤＡや情報家電等の情
報端末間での安全で快
適な情報交換を実現す
る基盤ソフトウェアを
開発する。 
 

農学国
際教育
協力研
究セン
ター 

同上 「健康長寿」、
「環境・エネル
ギー」に関する
研究活動及び
研究成果を活
用した事業活
動（当該外国人
の扶養を受け
る配偶者又は
子としての活
動を含む。） 

［健康長寿］ [環境・
エネルギー] 
環境・食糧・農業な

どの農学領域である国
際的諸問題を実践的に
解決する人づくり協力
のプロジェクトと手法
を開発し、国内外での
人材養成を実現するた
めのナショナル・セン
ターとしての機能を有
しており、同時に中核
的研究施設として、環
境、健康・医療・福祉
の問題へ対応するとと
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もに、新産業技術の振
興も図っている。 
 

生物機
能開発
利用研
究セン
ター 

同上 「環境・エネル
ギー」、「バイオ
テクノロジー」
に関する研究
活動及び研究
成果を活用し
た事業活動（当
該外国人の扶
養を受ける配
偶者又は子と
しての活動を
含む。） 

[環境・エネルギー] [バ
イオテクノロジー] 
細胞表面に存在する
膜ドメインを介する情
報伝達における糖鎖の
役割の解明等、機能性
糖鎖についての中核的
な研究施設であり、医
学的・工学的・農学的
応用分野に利用する中
で環境、健康・医療・
福祉の問題へ対応する
とともに、新産業技術
分野への適用も図って
いく。 
 

医学系
研究科 
 

名古屋市昭和区鶴舞町
65 

「健康長寿」、
「バイオテク
ノロジー」に関
する研究活動
及び研究成果
を活用した事
業活動（当該外
国人の扶養を
受ける配偶者
又は子として
の 活 動 を 含
む。） 

[健康長寿] [バイオテ
クノロジー] 
名古屋市鶴舞地区に

おいて、ライフサイエ
ンス分野と工学(生命
農学 )等の分野の連
携・融合を図る研究の
中核的な役割をはたし
ており、医療機器、先
端医療、情報分野で事
業化、ベンチャー創出
を展開している。 
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○機関名 国立大学法人名古屋工業大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

工 学 研
究科 

名 古 屋
市 昭 和
区 御 器
所町 

「健康長寿」、「環
境・エネルギー」、
「ナノテクノロジ
ー」、「ＩＴ」に関
する研究活動及び
研究成果を活用し
た事業活動（当該
外国人の扶養を受
ける配偶者又は子
としての活動を含
む。） 

[健康長寿] 
名古屋大学医学系研究科と
も連携し、工学と医学の異分
野融合により新しい学問領域
の開拓と新産業の創出を推進
しており、名古屋市鶴舞地区
を中心に医学工学連携の中核
的な役割を担っている。 
[環境・エネルギー] 
エネルギーの再生・再利用
あるいは循環を基本とする循
環型スタイルの確立が社会の
潮流となりつつある情勢を踏
まえ、循環科学技術を創成し、
循環型社会の実現に向けた研
究に取り組んでいる。 
[ナノテクノロジー] 
知的クラスター創成事業、
２１世紀ＣＯＥプログラムを
活用したナノテクノロジーの
研究を推進し、新産業、ベン
チャーの連鎖的発生環境の形
成を目指し、併せて製造業全
体の国際競争力の向上を図
る。 
[ＩＴ] 
人類社会環境の発展と調和

を目指し先端的高度情報化の
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社会形成のための研究開発を
行っているが、今後は、医療
工学連携とともにユビキタス
ネットワーク社会の実現へと
発展させていく。 

 
 
○機関名 愛知県公立大学法人愛知県立大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

情 報 科
学 研 究
科 

愛 知 郡
長 久 手
町 大 字
熊 張 字
茨 ヶ 廻
間 １ ５
２ ２ －
３ 

「環境・エネルギ
ー」、「ＩＴ」に関
する研究活動及び
研究成果を活用し
た事業活動（当該
外国人の扶養を受
ける配偶者又は子
としての活動を含
む。） 

[環境・エネルギー] [ＩＴ] 
地理情報システムによる森

林成長解析技術に関する中核
的研究施設であり、里山の緑
の保全システムの開発や里山
の緑及び内湾域環境の保全シ
ステムの確立を行う。 
[ＩＴ] 
移動体通信と有線通信の融

合システムの開発を行ってい
る。 

 
○機関名 公立大学法人名古屋市立大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

医 学 研
究科 

名 古 屋
市 瑞 穂
区 瑞 穂

「健康長寿」に関
する研究活動及び
研究成果を活用し

[健康長寿] 
基礎医学・臨床医学をそれ
ぞれ融合した４専攻により、
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町 字 川
澄１ 

た事業活動（当該
外国人の扶養を受
ける配偶者又は子
としての活動を含
む。） 

相補性ペプチド剤の開発、ヒ
トＩｇM抗体によるHIV治療法
の開発、血漿 HDL 増加剤の開
発など神経科学、悪性腫瘍、
感染症、生活習慣病などの基
礎的、臨床的研究を通じて中
核的研究施設としての役割を
果たしており、国際的にも高
い評価を得ている。 

薬 学 研
究科 

名 古 屋
市 瑞 穂
区 田 辺
通 ３ －
１ 

「健康長寿」に関
する研究活動及び
研究成果を活用し
た事業活動（当該
外国人の扶養を受
ける配偶者又は子
としての活動を含
む。） 

[健康長寿] 
創薬生命科学、医療機能薬
学の２専攻により、合成研究
分野、薬剤・製剤、物理系分
野、疾病予防治療分野、分子・
細胞生物学分野において中核
的研究施設としての研究成果
をあげている。 

経 済 学
研究科 
 

同上 「健康長寿」、「環
境・エネルギー」、
「ライフ・クオリ
ティ」に関する研
究活動及び研究成
果を活用した事業
活動（当該外国人
の扶養を受ける配
偶者又は子として
の活動を含む。） 

[健康長寿]、［環境・エネルギ
ー］、［ライフ・クオリティ］ 
次世代産業分野についての

技術移転、産学交流の推進な
ど、科学技術政策や経済協力
のあり方について中核的な研
究を行い、国内企業の海外進
出における競争力の強化を目
指す実証的な研究を行ってい
る。 

人 間 文
化 研 究
科 
 

同上 「ライフ・クオリ
ティ」に関する研
究活動及び研究成
果を活用した事業
活動（当該外国人

[ライフ・クオリティ] 
発達認知神経科学的な観点
から乳児の気質的個人差と環
境要因の関係の研究について
中核的研究施設であり、「気質
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の扶養を受ける配
偶者又は子として
の活動を含む。） 

的扱いにくさ」を持つ乳児を
扱うためのノウハウと知育玩
具の開発を産学の連携により
進める。 

芸 術 工
学 研 究
科 

名 古 屋
市 千 種
区 北 千
種 ２ 丁
目 １ －
１０ 

「ライフ・クオリ
ティ」、「ＩＴ」に
関する研究活動及
び研究成果を活用
した事業活動（当
該外国人の扶養を
受ける配偶者又は
子としての活動を
含む。） 

[ライフ・クオリティ] 
ユニバーサルデザインの観
点から建物の安全や子供の視
点からの建物環境、景観デザ
インの設計思想の構築等を行
う中核的研究施設であり、外
国人研究者との共同研究によ
り、多角的な視点からのデザ
インの構築が可能となる。 
[ＩＴ] 
情報処理・情報工学的手法

のもと幅広い設計問題を取り
扱い、画像も含めた大規模デ
ータベースから抽出される最
適設計に対する解法等の研究
を行っている。 

シ ス テ
ム 自 然
科 学 研
究科 

名 古 屋
市 瑞 穂
区 瑞 穂
町 字 山
の畑１ 

「バイオテクノロ
ジー」、「ＩＴ」に
関する研究活動及
び研究成果を活用
した事業活動（当
該外国人の扶養を
受ける配偶者又は
子としての活動を
含む。） 

[バイオテクノロジー] 
たんぱく質・核酸の構造と
機能に関する基礎研究の中核
的研究施設であり、微量測定
系の開発から遺伝子工学に基
づくたんぱく質産生系の構築
まで広範な研究を行う。 
[ＩＴ] 
ヒューマンインターフェー

スの基礎と応用の研究を重点
的に行っており、そこで生み
出されるハードウェア、ＩＴ
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システムの研究成果は産学共
同により評価し改良を加え、
新技術として社会に還元して
いく。 

 
 

○機関名 大同工業大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

工 学 研
究科 

名 古 屋
市 南 区
滝 春 町
１ ０ －
３ 

「環境・エネルギ
ー」、｢ライフ・ク
オリティ｣、「ＩＴ」
に関する研究活動
及び研究成果を活
用した事業活動
（当該外国人の扶
養を受ける配偶者
又は子としての活
動を含む。） 

[環境・エネルギー] 
燃料電池研究について地域
の核となる研究施設であり、
平成１４年度より固体高分子
形燃料電池システム技術開発
事業（ＮＥＤＯの委託事業）
の一環として民間企業と共同
研究を実施している。 
[ライフ・クオリティ] 
高齢者施設の建設材料の脱
臭効果を明らかにし、設計資
料を整備する。 
[ＩＴ] 
地域社会に密着した幅広い

範囲を対象にシステム構築の
みでなく情報機器と人との人
間味豊かな関わりに重点を置
いた研究を行う。 

 
○機関名 豊田工業大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

工 学 研 名 古 屋 「環境・エネルギ [環境・エネルギー] 
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究科 市 天 白
区 久 方
２ － １
２－１ 

ー」、「ライフ・ク
オリティ」、「ナノ
テクノロジー」、
「ＩＴ」に関する
研究活動及び研究
成果を活用した事
業活動（当該外国
人の扶養を受ける
配偶者又は子とし
ての活動を含む。）

ＮＥＤＯの太陽光発電シス
テム未来技術研究開発事業を
活用し、不純物の多い低コス
トシリコン原料を用いたイン
ゴット結晶成長技術の開発や
InGaN 系モノリシック太陽電
池の開発等を行っている。 
[ライフ・クオリティ] 
文部科学省ハイテク・リサ
ーチ・センター整備事業を活
用し、惑星探査用ロボットの
実現をキーワードとした制
御、通信、材料、潤滑、加工、
設計支援技術などの研究を行
い、この成果をもとに地上民
生技術へのスピンオフを展開
している。 
また、人間の持つ感覚およ
び知能を工学的に代替又は補
完する手法を情報科学と素子
工学の両面から開発し、人間
の安全や福祉に貢献するため
の研究も行っている。 
[ナノテクノロジー] 
文部科学省学術フロンティ
ア推進事業を活用し、紫外光
記録磁性薄膜先端材料の研
究・開発や原子制御を行った
磁性人工格子膜による超高密
度磁気記録材料の研究を行っ
ている。 
文部科学省ハイテク・リサ
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ーチ・センター整備事業を活
用し、走査トンネル顕微鏡を
はじめとした固体表面の構
造、電子状態、組成などをナ
ノレベルで観察する技術を基
に顕微システムを使用したガ
ス分子や金属原子との接触に
より新しい機能の発現を目的
とした研究を行っている。 
文部科学省社会連携研究推

進事業を活用し、高分子の複
雑な構造物性相関を分子レベ
ルから徹底的に解明するため
の研究を行っている。 
[ＩＴ] 
文部科学省ハイテク・リサ

ーチ・センター整備事業を活
用し、高機能シリカガラスの
開発、光非線形ガラス材料の
研究、超広帯域光増幅媒体の
研究などのフォトニクス材料
の研究や光波を創生制御する
ための基盤材料の研究を行っ
ている。 

 
○機関名 名城大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

理 工 学
研究科 

名 古 屋
市 天 白
区 塩 釜
口 １ －

「ナノテクノロジ
ー」に関する研究
活動及び研究成果
を活用した事業活

［ナノテクノロジー] 
ナノカーボン及びナノナイ
トライド分野での世界最高レ
ベルの研究者を擁する中核的
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５０１ 動（当該外国人の
扶養を受ける配偶
者又は子としての
活動を含む。） 

研究施設であり、知的クラス
ター創成事業等を活用してナ
ノ構造体の産業化のためのナ
ノファクトリー創造センター
の形成、ナノ構造体作製の世
界的研究拠点形成に向けた研
究開発を実施している。 

農 学 研
究科 
 

同上 「環境・エネルギ
ー」、「バイオテク
ノロジー」に関す
る研究活動及び研
究成果を活用した
事業活動（当該外
国人の扶養を受け
る配偶者又は子と
しての活動を含
む。） 

[環境・エネルギー] 
微生物の機能を利用した環
境制御という分野において中
核的研究施設であり、環境問
題の課題解決や新産業発展へ
寄与することを目指してい
る。 
[バイオテクノロジー] 
微生物の機能を利用した新
素材の実用化を目指してい
る。 

総 合 研
究所 
 

同上 「環境・エネルギ
ー」、「バイオテク
ノロジー」に関す
る研究活動及び研
究成果を活用した
事業活動（当該外
国人の扶養を受け
る配偶者又は子と
しての活動を含
む。） 

[環境・エネルギー]、[バイオ
テクノロジー] 
環境耐性生物の開発におい
て中核的研究を行っており、
名城大学アジア研究所、文部
科学省社会連携研究推進事業
を活用し、多数の遺伝子を導
入した形質転換植物を作製
し、その環境耐性機構の分子
レベルでの解明を目指し学際
的研究を推進している。 

薬 学 研
究科 

名 古 屋
市 天 白
区 八 事

「健康長寿」に関
する研究活動及び
研究成果を活用し

[健康長寿] 
文部科学省学術フロンティ
ア整備事業を活用し、ストレ
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山 １ ５
０ 

た事業活動（当該
外国人の扶養を受
ける配偶者又は子
としての活動を含
む。） 

ス社会における「こころ」の
問題の解決や２１世紀の超高
齢化社会における「こころ」
と「脳」の問題を総合的に解
決することを目指している。 

 
○機関名 中部大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

工 学 研
究科 

春 日 井
市 松 本
町 １ ２
００ 

「環境・エネルギ
ー」、「ＩＴ」に関
する研究活動及び
研究成果を活用し
た事業活動（当該
外国人の扶養を受
ける配偶者又は子
としての活動を含
む。） 

[環境・エネルギー] 
低コスト化と高効率化が可
能なカーボン薄膜太陽電池の
研究開発について中核的研究
施設であり、革新的次世代太
陽光発電システム技術研究開
発（NEDO）等のプロジェクト
を活用し実用化を目指してい
る。 
[ＩＴ] 
ネットワークシステム構築

法、ネットワークサービス構
築法について、実用化まで含
めた一連の研究開発を関連企
業と連携して進めることによ
り、成果を大学内に留めるこ
となく近隣地域の情報通信産
業の育成を図っていく。 

 
 

○機関名 愛知工業大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 
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工 学 研
究科 

豊 田 市
八 草 町
八 千 草
1247 

「環境・エネルギ
ー」、「ＩＴ」に関
する研究活動及び
研究成果を活用し
た事業活動（当該
外国人の扶養を受
ける配偶者又は子
としての活動を含
む。） 

[環境・エネルギー] [ＩＴ] 
２１世紀を支えるための新

材料開発に関する中核的な研
究施設であり、環境、エネル
ギー、情報の３グループに別
けて、研究を推進している。 
環境分野では、環境保全改

良に資する光触媒を始めとし
た材料の開発を行っている。 
エネルギー分野では、二次

電池の高性能化のための新規
材料の開発等を行っている。 
情報通信分野では、大容量

で高速な有機光機能素子の実
用化研究を行っている。 

 
○機関名 名古屋産業大学 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

環 境 マ
ネ ジ メ
ン ト 研
究科 
 

尾 張 旭
市 新 居
町
3255-5 

「環境・エネルギ
ー」に関する研究
活動及び研究成果
を活用した事業活
動（当該外国人の
扶養を受ける配偶
者又は子としての
活動を含む。） 

[環境・エネルギー] 
県内で最初に ISO14001 の認
証取得した大学として、経営
面や社会活動面からの環境問
題の研究について中核的な研
究施設である。 
 

 
○機関名 産業技術総合研究所（独立行政法人） 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 
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中 部 セ
ンター 

名 古 屋
市 守 山
区 下 志
段味 
穴ケ洞 
2266-98 

「健康長寿」、「環
境・エネルギー」
に関する研究活動
及び研究成果を活
用した事業活動
（当該外国人の扶
養を受ける配偶者
又は子としての活
動を含む。） 
 

[健康長寿] 
βリン酸三カルシウムの人体
への応用研究を行い人工骨、
人工関節あるいは快適義歯床
の開発を行っている。 
[環境・エネルギー] 
光触媒の研究について中核的
な研究施設であり、これを利
用した環境浄化、排ガス浄化
に取り組み、さらに建築物の
省エネルギー建材、輸送機器
の省エネルギーのための軽量
金属の開発など地球環境問題
の解決に幅広く取り組んでお
り、光触媒及び植物成長剤に
おいては既にベンチャー企業
として企業化され、今後、更
に進展が期待される。 

瀬 戸 サ
イト 
 

瀬 戸 市
西 茨 町
110 番地

「健康長寿」、「環
境・エネルギー」
に関する研究活動
及び研究成果を活
用した事業活動
（当該外国人の扶
養を受ける配偶者
又は子としての活
動を含む。） 

同 上 

 
○機関名 理化学研究所（独立行政法人） 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

バ イ 名 古 屋 「ライフ・クオリ [ライフ・クオリティ]、[バイ
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オ・ミメ
テ ィ ッ
ク コ ン
ト ロ ー
ル 研 究
セ ン タ
ー 

市 守 山
区 大 字
下 志 段
味字 
穴ヶ洞 
2271-13 
0 

ティ」、「バイオテ
クノロジー」、「Ｉ
Ｔ」に関する研究
活動及び研究成果
を活用した事業活
動（当該外国人の
扶養を受ける配偶
者又は子としての
活動を含む。） 

オテクノロジー] 
バイオミメティックに関す
る研究の中核的研究施設であ
り、人間の生活を支援するた
め、人間とのやわらかい接触
や未知の環境で柔軟に対応で
きる高機能ロボットを構築
し、生活支援や介護での応用
などを図る。 
[ＩＴ] 
複数のコンピュータによる

分散制御、ネットワークを介
した遠隔操作、高速画像処理、
音源分離等の研究を行ってい
る。 

 

○機関名 大学共同利用機関法人自然科学研究機構 

施設名 所在地 
外国人の 
活動の内容 

機関の概要 

基 礎 生
物 学 研
究所 
 

岡 崎 市
明 大 寺
町 字 西
郷中 38 
番地 
 

「ライフ・クオリ
ティ」、「バイオテ
クノロジー」に関
する研究活動及び
研究成果を活用し
た事業活動（当該
外国人の扶養を受
ける配偶者又は子
としての活動を含
む。） 

[ライフ・クオリティ] [バイ
オテクノロジー]  
生物現象の本質を分子細胞

レベルで解明することをめざ
し、細胞生物学、発生生物学、
神経生物学、進化多様性生物
学、環境生物学、理論生物学、
イメージングサイエンスの 7
つの研究領域にわたる幅広い
研究活動を行っている。 

生 理 学
研究所 
 

岡 崎 市
明 大 寺
町 字 西

「健康長寿」、「ラ
イフ・クオリティ」
に関する研究活動

[健康長寿] [ライフ・クオリ
ティ]  
生理学に関する総合研究を
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郷中 38 
番地 
 

及び研究成果を活
用した事業活動
（当該外国人の扶
養を受ける配偶者
又は子としての活
動を含む。） 

行うことを目的とする。人体
の生命活動の総合的な解明を
究極の目標とし、随意運動の
中枢機構、視覚聴覚等の情報
処理、神経系の発生及び可塑
性，興奮・分泌・輸送の分子
機構等の究明を通 じ、人体及
び高等動物の生理機能につい
て分析的、総合的な研究を行
っている。 

分 子 科
学 研 究
所 
 

岡 崎 市
明 大 寺
町 字 西
郷中 38 
番地 
 

「環境・エネルギ
ー」、「ナノテクノ
ロジー」、「IT」に
関する研究活動及
び研究成果を活用
した事業活動（当
該外国人の扶養を
受ける配偶者又は
子としての活動を
含む。） 

[環境・エネルギー] [ナノテ
クノロジー] [IT] 
物質の基礎である分子の構
造とその機能に関する実験的
研究及び理論的研究を行って
いる。 
分子の形成と変化に関する

原理、分子と光との相互作用、
分子を通じて行われるエネル
ギー変換の機構等に関する研
究の推進により、物質循環の
原理に立つ新しい科学・技術
の開発に貢献している。 

 

４）３の機関が出入国管理及び難民認定法別表第１の５の表の下欄の事業

活動の要件を定める省令（平成１８年法務省令第７９号）に定める要件

に該当するものであること並びにそのように判断した理由 

 

 ３の機関は、高度な専門知識を必要とする「健康長寿」、「環境・エネ
ルギー」、「ライフ・クオリティ」、「バイオテクノロジー」、「ナノテクノ
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ロジー」、「ＩＴ」の分野における研究を目的とし、既に高度な研究活動
を行っており、これらの分野の研究を行うに必要な施設、設備その他十
分な研究体制を整備している。 
また３の機関はこれまで外国人研究者受入れ促進に資する特例措置を
活用するなど外国人の在留に係る管理体制が充実している。 
３の機関において、外国人研究者との共同研究などから生まれる研究
成果は、新たなベンチャー企業の創出や既存企業の事業活動に相当程度
利用されることが見込まれる。 

 

５）本支援措置を活用して取組む地域再生の内容 

 

 経済のグローバル化が進む中、地域産業の国際競争力強化を図るた 
め、外国人研究者の受入環境を整備することが地域の課題となってい 
る。 
外国人研究者等に対する入国申請手続に係る優先処理により優秀な外

国人研究者が増加することで、経験や発想の異なる外国人研究者からの
触発や外国人研究者との共同研究を促進し、地域における産学官連携の
充実強化とこれまでにない新たなシーズの創出を図るとともに、他の地
域再生事業の効果を高め、研究・技術開発の拡大と新規事業の創出・事
業化を促進する。 
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【地域再生に資するＮＰＯ等の活動支援】 

１）支援措置の番号及び名称 

   番号 Ｃ２００１ 

名称 地域再生に資するＮＰＯ等の活動支援 

２）支援措置の内容 

人材育成事業 

３） 支援措置の対象とする事業の内容 

東海地域のバイオ関連産業振興に資する人材を育成することを目的と

して、 

主に団塊世代の企業退職者等を対象に下記の研修等を実施する。 

① 事業化・起業支援人材のリクルート活動 

② バイオ・コーディネーター基礎研修 

③ 知的財産権研修 

④ バイオベンチャー起業支援研修 

４） 支援を受けるＮＰＯ法人 

特定非営利活動法人バイオものづくり中部 

５） 平成１９年度事業 

① 事業化・起業支援人材のリクルート活動 

 実施予定時期  平成１９年８月 

    実施予定場所  あいちＮＰＯ交流プラザ（名古屋市） 

    実施予定事業  説明会   

・コーディネーターの業務について 
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・バイオベンチャー起業支援業務 

・コーディネーターの生きがい 

  ・コーディネーターへの道     

② バイオ・コーディネーター基礎研修 

実施予定時期 平成１９年８月から９月  ５回 

実施予定場所 名古屋大学インキュベーション施設 

      実施予定カリキュラム 

・コーディネート業務とは 

・コーディネート業務に必要な能力 

・バイオ分野の特許審査基準 

・バイオ分野の知的財産（特許以外） 

・事業化可能性調査 

・共同研究プロジェクトの作り方 

・守秘義務契約と共同研究契約 

・研究開発マネジメント 

・公的助成金申請書の書き方（実習） 

③ 知的財産権研修 

実施予定時期 平成１９年１０月  ４回 

実施予定場所 名古屋大学インキュベーション施設 

実施予定カリキュラム 

・知的財産法の体系 

・特許明細書の書き方 

・関連特許調査（実習） 
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・特許の出願以降の流れと対応 

・国際出願 

・パテントマップの作成と特許戦略 

・特許の売り方 

・ライセンス交渉と契約 

④ バイオベンチャー起業支援研修 

実施予定時期 平成１９年１０月から平成１９年１２月 

実施予定事業 

・ベンチャーヒアリング １回 

  ・事業化計画発表会   ４回 

６） 平成２０年度以降の事業 

受講生負担を導入し、一部の研修を継続実施することを検討。 

７）当該支援措置が計画の目的達成に不可欠な理由 

  愛知県内にけるバイオ産業の振興を図るためには、バイオベンチャー

の事業化を支援できる人材の育成が喫緊の課題となっており、この課題

解決のため当該支援措置は不可欠と考える。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国民生活金融公庫の新創業融資】 

   １）支援措置の番号及び名称 

  番号 Ｃ３００１ 

  名称 国民生活金融公庫の「新創業融資制度」の要件緩和 

２）当該支援措置を受けようとする者 

「愛知県産業創造計画」が示す戦略的重点分野において、事業を営

もうとする企業又は営む企業で国民生活金融公庫の「新創業融資制
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度」の対象者 

３）当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組み

の内容 

愛知県内において、「愛知県産業創造計画」が示す戦略的重点分野

において新製品・新技術開発等に取り組む企業に対して、国民生活金

融公庫の「新創業融資制度」の支援措置（自己資金要件の緩和）を利

用し、次世代産業の創出を支援する。 

４）要件緩和を適用する戦略的重点分野の概要 

区 分 内  容 

健康長寿

産業 

医療機器、福祉機器、再生医療、医薬品、健

康・機能性食品、健康支援サービスなどの高

齢化社会の進展に対応した産業。 

環境・エ

ネルギー

産業 

３Ｒ（リサイクル、リユース、リデュース）・

製品のライフサイクル・地球環境負荷低減に

関連する技術・製品及び再生可能エネルギー

などの新エネルギーに関連する産業。 

 

 

 

 

 

次世代

産業分

野 ライフ・

クオリテ

ィ産業 

（デジタルコンテンツ） 

設計や生産現場で幅広く活用されている３次

元ＣＡＤやＣＧなどモノづくりの中で培われ

た技術を駆使したデジタルコンテンツに関連

する産業。 

（デザイン） 

高齢社会に向けたユニバーサルデザイン、環
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境負荷の少ない社会に対応したエコロジーデ

ザインの製品開発などモノづくりにおけるデ

ザインに関連する産業。 

（パートナーロボット） 

生活分野・公共分野・医療福祉分野などにお

いて幅広い活動を支援するロボット（会話型

ロボット、介護ロボット、家事代行ロボット

など）などのパートナーロボットに関連する

産業。 

バイオテ

クノロジ

ー 

いろいろな生物が持つ働きを、人間生活に役

立つように利用するもので、医療、食品、農

業、環境関連など様々な分野に応用可能な基

盤技術。 

ナノテク

ノロジー

ナノメートル(10-9m)で定義できる物質を創製、

自在に制御し、またそれらの物質の性質や機

能を組み合わせ、材料、ＩＴ、エレクトロニ

クス、医療、環境・エネルギーなど幅広い分

野に応用できる基盤技術。 

 

 

 

 

 

 

基盤技

術分野

ＩＴ コンピュータやデータ通信に関する技術で、

生産現場を高能率化、製品を高付加価値化し、

競争力を高めるために不可欠な基盤技術。 

 

５）「新創業融資制度」の要件合致性 
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【地域再生支援のための「特定地域プロジェクトチーム」の編成】 

３） 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする 

取組の内容 

  構成   あいちベンチャー企業等総合支援チーム 

       国（総務省東海総合通信局、農林水産省東海農政局、経済

産業省中部経済産業局）・愛知県・関係市町村・民間支援機

関等 

            略 

 

   この支援措置により、支援を受けようとする企業は、「新創業融資

制度」の要件に合致していることが必要である。 

６）自己資金要件の緩和を適用する新産業・新事業の選定理由 

   ４）で示した６分野は、「愛知県産業創造計画」において成長性の

高い戦略的重点分野として位置づけられたものであることにより選

定している。 

７）自己資金要件を緩和することに伴う地域経済活性化への効果 

   戦略的重点分野における企業活動の活発化、産業集積の促進によ

り、地域経済の活性化が期待できる。 

８）当該支援措置が計画の目的達成に不可欠な理由 

「愛知県産業創造計画」が示す戦略的重点分野においてチャレンジす

る企業の資金調達を円滑化し、創業を促進するためには、当該支援措

置は不可欠と考える。 

 

【地域再生支援のための「特定地域プロジェクトチーム」の編成】 

３） 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする 

取組の内容 

  構成   あいちベンチャー企業等総合支援チーム（仮称） 

国（総務省東海総合通信局、農林水産省東海農政局、経済

産業省中部経済産業局）・愛知県・関係市町村・民間支援

機関等 

            略 
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５－３－３ その他の取組み 

【国民生活金融公庫の新創業融資】 

愛知県内において、「愛知県産業創造計画」が示す戦略的重点分野におい

て新製品・新技術開発等に取り組む企業に対して、国民生活金融公庫の「新

創業融資制度」（自己資金要件の緩和）を利用し、次世代産業の創出を支

援する。 

 

○適用する戦略的重点分野の概要 

区 分 内  容 

健康長

寿産業

医療機器、福祉機器、再生医療、医薬品、健康・機能

性食品、健康支援サービスなどの高齢化社会の進展に

対応した産業。 

環境・

エネル

ギー産

業 

３Ｒ（リサイクル、リユース、リデュース）・製品の

ライフサイクル・地球環境負荷低減に関連する技術・

製品及び再生可能エネルギーなどの新エネルギーに

関連する産業。 

 

 

 

 

 

次 世

代 産

業 分

野 

ラ イ

フ・ク

オリテ

ィ産業

（デジタルコンテンツ） 

設計や生産現場で幅広く活用されている３次元ＣＡ

ＤやＣＧなどモノづくりの中で培われた技術を駆使

したデジタルコンテンツに関連する産業。 

（デザイン） 

高齢社会に向けたユニバーサルデザイン、環境負荷の

少ない社会に対応したエコロジーデザインの製品開
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発などモノづくりにおけるデザインに関連する産業。

（パートナーロボット） 

生活分野・公共分野・医療福祉分野などにおいて幅広

い活動を支援するロボット（会話型ロボット、介護ロ

ボット、家事代行ロボットなど）などのパートナーロ

ボットに関連する産業。 

バイオ

テクノ

ロジー

いろいろな生物が持つ働きを、人間生活に役立つよう

に利用するもので、医療、食品、農業、環境関連など

様々な分野に応用可能な基盤技術。 

ナノテ

クノロ

ジー 

ナノメートル(10-9m)で定義できる物質を創製、自在に

制御し、またそれらの物質の性質や機能を組み合わ

せ、材料、ＩＴ、エレクトロニクス、医療、環境・エ

ネルギーなど幅広い分野に応用できる基盤技術。 

 

 

 

 

 

 

基 盤

技 術

分野 ＩＴ コンピュータやデータ通信に関する技術で、生産現場

を高能率化、製品を高付加価値化し、競争力を高める

ために不可欠な基盤技術。 

 

 

 

 

 
 


